
◆応募の状況

１ 募集

（ ） 。・景観を視点場 対象となる景観を見る場所 から撮影した写真を２期に分けて募集しました

第１期募集（夏と秋の景観 ：平成19年９月１日～平成20年１月31日）

第２期募集（冬と春の景観 ：平成20年２月１日～平成20年６月30日）

２ 応募件数

・ 夏と秋の景観」２６８点 「冬と春の景観」１７０点，計４３８点の御応募をいただきま「 ，

した。

※「景観百選」は，平成19年度に宮城県農林水産部農村振興課が主催し，農山漁村景観写真の募集を行った

地域が誇るおらほの一景 とのタイアップ事業であり 地域が誇るおらほの一景 に応募した方は 景「 」 ，「 」 ，「

観百選」への応募を希望しない旨の申出のあった方を除き 「景観百選」に応募したものとして取り扱わ，

れます。

◆選定審査

， 「 」（ （ ）・有識者 関係者で構成される みやぎ・身近な景観百選選定審査会 委員長：大村虔一 財

宮城県地域振興センター理事長）が応募作品について，その景観の日常性や視点場へのアクセ

ス，継続性・普遍性，その地域の街並み・自然・歴史文化等を代表する景観かという点などか

らの評価を通し，景観百選の候補を選定。候補の中から，県が「みやぎ・身近な景観百選」を

選定しました。

【選定審査会審査委員（５０音順，敬称略 】）

氏 名 所 属

１ 相澤 滋 仙台宮城ﾃﾞｽﾃｨﾈｰｼｮﾝｷｬﾝﾍﾟｰﾝ推進協議会事務局次長兼事業局長

２ 磯田 悠子 ホテル松島大観荘取締役副社長
みやぎおかみ会会長

３ 伊藤 則子 東北大学大学院工学研究科博士後期課程

４ 大村 虔一 財団法人宮城県地域振興センター理事長

５ 柴崎 徹 東北工業大学客員教授

６ 高橋 幸夫 宮城県土木部次長

７ 千田 信夫 宮城県土木部都市住宅局長

８ 中村 克正 仙台市都市整備局長

９ 永倉 正俊 宮城県農林水産部次長（技術担当）

10 西大立目 祥子 青空編集室（フリーライター）

11 樋口 政志 財団法人宮城県建築住宅センター理事（みやぎ景観アドバイザー）

12 平野 勝也 東北大学大学院情報科学研究科 准教授

13 布施 孝尚 登米市長

14 森山 雅幸 宮城大学食産業学部教授

15 山崎 環 特定非営利活動法人リブリッジ代表理事

16 横山 英子 株式会社横山芳夫建築設計監理事務所代表取締役


